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個別に発注されている。そのため各工区間の

調整，近隣，諸官庁等対外的窓口として施工

調整室が設けられている（図－3参照）。

（6）工事工程（表－2参照）
、TT‾　　　　＼　　　　⊥＿

3．施　　　工　、

当事業は各棟工区および土木工事に分かれ

て施工が進められている。以下，山留・土工

事を中心として述べることとする（図－4参

照）。

（l）造成工事（図二5，写真－3参照）

当地区は前述したとおり＿地区内で最大約

20mの高低差があり，既存の石垣および擁

壁も各所に散在し，階段や曲折した既存区道

により動線が形成されていた。当初造成工事

は現状地盤をある程度考慮し，TP12m，17

m，24m　の3種類のレベルに造成し，併せ

て周辺計画区道の造成も行う計画であった。

しかし実際には地元の要望により既存区道に

代わる通行路を必ず地区内に確保しなければ

ならなかったこと，既存建物の解体が部分的

に遅れたこと，各棟の建築工事も造成とほと

んど同時期に着工したこと等，むずかしい問

題をかかえていた。そこで，建築工事の進行

状況や建物移転状況，区道の付替え等を綿密

に打合せながら造成工事が行われた。

』茹♂13

写実－3　造成工事状況

写真」　計画区道の造成（左端）と既存区道（中央）

まず，既存区道を使用しながら残存建物および既存区　部の造成を行った0次に，計画道路を既存地区外道路に

道に影響しない範囲で造成を行い・併せて計画道路の一　接続し通行可能として後，既存区道部分の造成，建物が

図－5　現　　況　　図

残っていた個所の造成を行った

（写真－4参照）。

前述したように，造成工事と併

行して建築工事の山国壁工事等も

行われていたので，残土搬出ルー

トを確保するため機械配置，施工

順序等の調整を行いながら工事が

進められた。

（2）周辺山留壁工事（図上6

参照）

当工事では周辺に山留壁として

地中連続壁およびSMW（H銅

挿入モルタル杭柱列山留壁）を配

置している。総延長1，050m仁山

留延べ面積礼200m㌔最高深さ

33mである。これに最高7段の



1。髄妻、
アースアンカーを施工している。＿また都道側はアイラン

ド工法を採用している。

地中連続壁は壁厚鎚）0～1，000mmで，GL－23mの

砂層に貫入させている。施工はグラムシェルバケットお

よびBW工法によった。また，SMWは3点式3軸クロ

ーラアースオーガ機を使用し，主↓メント方式，応力材

はH一説将×200×10×16等を使用している（写真－5，

写真－6参照）。

地中連続壁はガイドウォール，泥水プラント，鉄筋か

ご加工場等の作業スペースを必要とし，SMW　は約30

m・の応力材の加工場，約120tのSMW機を支える強

固な作業地盤を必要としたため，造成工事を進めなが

ら，いかに山留壁工事の作業地盤を確保するかがボイン

建設の機械化’85．2

トであった。

（3）土　工　事

総搬出土量は約83万m8，霞ヶ関ビルを器にみたてる

と約1．6杯分のボリュームである。また，各工区境は土

を残さず，一一敷地内ほぼ総掘りを行っ工出る．このうら約

7割をオープン掘削し∴残一号をクラムシェル掘削によっ

ている。前述したように，各棟個別発注であることから

施工計画，工事工程もあくまでも各棟単位で計画され，

土工事の着工時期，進み方も異なってくる。したがっ

て，各工区間の施工上の調整が何回となく行われ，据削

順序，方法，工区境でののりの残し方，仮山留壁施工の

検討，安全対策等が検討された。

写真－5　地中連続壁工事

土工等の最盛期には1日延べ1，000　台

弱のダンプの出入が予想された。これをい　／（＼＼

かに円滑にさばくかが土工事での最大のポ

イントであった。加えて，前面都道で新バ

ス交通システムが採用されたこともあり，

都道への駐車は－一切行わないこと，また，

場外待機も極力行わないことを警察より指

導を受けた。これを受けて当工事では土工

事の残土搬出用ダンプは最大限場内へとり

込むこと，ダンプの時差出勤を行うことと

し，タイムサイクル図等を作成して場外へ

ダンプがあふれないよう運行統制を行った

（図－7参照）。

こうした中で，一部で構台をつなげて他

工区の車両の搬出入に協力したり，また，

地中連か璧持購　コノクリ椚ト1一ヂさHOc111～1m）

二＝＝＝二二二二SMWlモルタル付目銅棒人）往列山留嘲

ユニmIH矧構矢板

図－石　山留配置図

共同洗車場を設けたり，当番を決め

て道路の清掃を行う等全工区の協力

体制もとられたため，当初心配され

写真一一6　SMW璧

／へ・、ヽ

覧
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写実－7　土　工　事　状　況
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ダンプ場内到着・待機台数

図仙7　根切工事ダンプ運行計画（一例）

た交通渋滞等のトラブルもなく土工事を完了することが

できた（写真一丁参照）。

4．今後の課題

現在当工事は建築躯体工事の真最中であり，一部では

鉄骨が建ち上がり始め，いよいよ骨格をあらわしてきて

いる。

当工事のヤマ場は三つあると考えられる。一つは，こ

15

れまで述べてきた着工から土工事完了まで，二つ目は外

周計画道路の公益五着（電気，ガス，電々，上下水）埋設

工事，最後が外構工事である。当面の課題は，現在工事

用道路として使用している計画区道の五着埋設工事であ

る0埋設工事と建築工事を双方とも遅延することなく，

いかに円滑に進めるかが当面解決してゆかねばならない

課題である。

最後に，本稿の執筆にあたり資料を提供していただい

た方々に対し心から感謝の意を表する次第である。

′へ＼
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赤坂・六本木地区第一種市街地　憑
再開発事業の概要

橋　本　清　春＊　藤　井　利　久綿

雨　宮　　渉＊＊＊

1，はじめに

当事業は，市街地再開発組合により東京港区で

進められている第一種市街地再開発事業である。

当地区は港区の赤坂六本木地区という・都心で　ク〒へ

もとりわけ立地条件に恵まれた場所でありなが

ら・再開発が行われる前は震災や戦災にも焼け残

った古い家屋が密集しており．道路も狭く，防災

上も危険な地域であった。

当計画の発端は昭和46年3月，東京都によっ

て再開発適地調査が行われたことである。地元で

はディベロッパーである森ビル株式会社が中心と

なって再開発へ向けて地域住民との話合いや関係　禾竺ミホ

官庁との交渉を進めた。当再開発事業の着工まで

の主な動きを追ってみると次のようになる。

昭和46年　3　月

47年　3　月

53年　5　月

54年　9　月

11月

57年　6　月

再開発適地調査（東京都）

市街地再開発基本計画（港区）

再開発準備組合設立

都市計画（案）の縦覧

都市計画の決定告示

施行地区となるべき区域の公告

10月　事業計画の縦覧

58年8月　権利変換計画認可

11月　着工

このような経緯を経て着工となった当再開発事業は，

土地柄に適した最有効利用を図ることと地域への公共性

を配慮して以下に述べる諸施設を計画したわけである

が・国内最大級の民間主導による都市再開発事業とし

’〃・・1∫〃nJOTO応■叩ん汀〟

赤坂・六本木再開発工事施工調整室長
＊＊ダ（〃77も∫ん誼ねα

赤坂・六本木再開発工事施工調整室
●い．・1㍍だ。IJJhll117／‘汀′∫

′ホ坂▲′lく本和琴開発工事施⊥胸臆室

7日酔．ナ　ノ≠　′：・、、、こ±

図－1案　　内　　図

て・都市再開発による地域活性化と昨今唱えられている

民間活力導入のモデルケースともなるであろうと思われ

る。

2．事業概要

（1）地区の概要

当地区は港区の北部に位置し，国会議事堂，霞が関の

中央官庁街および虎ノ門の業務街に鉾接しており，赤坂

見附と六本木交差点を中心とした繁華街とのほぼ中間に

位置している。この地区の周辺はアメリカ大使館，スウ

ェーデン大使軌スペイン大使軋スリランカ大使館，

ホテルオークラ，第25森ビル，日本はM本社ビル，

日本ユニバック本社ビルをはじめ，近年では赤坂ツイン

タワー・六本木プリンスホテルがオープンするなど，各

国大使館や情報産業を中心とした一流企業群がとりま

き，国際的な政治・経済，文化の中枢捜能が集約され声

高度のビジネス情報空間ともいうべき業務街を形成して

いる（図－1参照）。
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敷地は，高架の首都高速道路が走る幅員約

45m　の都道放射1号線に面し，他の3方で

は大使館，寺院，高級マンション，住宅等に

接している。したがって，当地区は前述のよ

うに業務地域たるべき性格を持ってはいる

が，一方で住宅・文化地区となりうる性格も

合せ持っているということができる。

（2）再開発前の地区の状況

当地区は，都道側（TP十12m）とホテルオ
ークラ側（TP十30m）で高低差が約20mあ

った。高台は屋敷風の街，都道に面する所は

幹線沿い商業の街，低地部分は木造家屋の密

集した下町風の街であった。しかし地区内街

路は地形の影響もあって発達せず，狭陸で曲

建投の機樽化’8L2

折しており，緊急自動車の通行も困難な状態

であった。また，土地利用は細分化されており，低層木

造住宅が密集しているところや，空家，空地も点在して

いるといった状況であった（写真rl参照）

（3）当計画の特色

当事業は民間組合施行では日本最大規模の再開発事業

であるが，その計画の特色は以下のとおりである（写真

椚2，図〝2参照）。

（a）複合用途の施設計画

①　赤坂六本木地区という都心でもとりわけ立地条件

に恵まれた地域の再開発ということから，この土地柄に

ふさわしい総合的な街づくりを目指した。計画建物の施

設構成は次のとおりである。

写真－2　完　成　予　想

●都心における業務機能に対するサービス施設とし

て，前面都道側部分に事務所棟およびホテル棟を配し

た。ホテルを設けることによって24時間を通して動き

が常に感じられる場を確保している。ホテルの客室数は

約1，000童である。

●環境と日照の良好な南側部分には住宅棟を，中心部

には文化的機能を果たす施設としてコンサートホール棟

およびスタジオ株を配し，複合的な用途構成とした。

●このうち，コンサートホール棟は日本に数少ないク

ラシック音楽専用のホールとしての利用が予定され，ハ

イクオリティな文化め創造の核として，また，この街に

集う人達のコミュニケーションの象徴としての役割を果

たす。

写真－11再開発前地区全体写貰

●スタジオ棟はテレビスタジ

オとして使用する予定であり，

ノ、－ド，ソフトの両面からの情　（＼

報処理機能を持つ。

⑧　地区内周辺部には公益的

施設として備蓄倉庫，集会所，
コミュニティ倉庫，案内所を設

けている。

③　これらの施設を有機的に

結びつけ，人が主人公であり，

よ9安全でより合理的な都市生

活を送ることができる“理想的

な街－いわば未来型駄市”の誕

生を目指している。

（b）ひろば，空地の確保

①　建物を高層化および地下化

し，さらに人工地盤」ペデストリ

アンデッキ）を取り入れ，計画地

全体にわたってひろにや空地を確
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保した。これらは公開空地として一般の人々に憩

いの場として開放する。

②　公開空地はコミュニティの場として，ある

いはイベント広場として，周辺に居住する方々は

もとより，一般の施設利用者もともに楽しめるも

のとする。

（C）道路の改良

①　計画地内のほぼ外周に沿って新たな公共施

設として面積約7，000m2，幅員12mおよび8m

の公道（区道）を設ける。

②　これらは計画地の街区を形成するととも

に，地区周辺に対するサービス街路として位置づ

けることができる。、

（d）エネルギー有効利用および省エネルギー

①　DHC（地域暖冷房施設）のスペースを確保

し，エネルギーの有効利用を図り，また，これに

加え中水処理施設による排水の再生処理を行って

再利用し，節水に努める。

（4）事業概要
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図－2　配　置　図

街地再開発事業

施　行　者：赤坂六本木地区市街地再開発組合（理事

事業の名称：東京都市計画赤坂・六本木地区第一種市　　　　　　　長・森泰吉郎）

表」1施設建築物概要 施行地区：地区面積約5．6ha（うち有効空地面積

約37，400m2，有効空地率約66．8％）

位置…東京都港区赤坂1丁目，六本木1

丁目および同3丁目の各一部

敷地面積：約41，200m2（うち有効空地面積約
†　22，600m之，敷地内有効空地率約54．9％）

施設建築物：蓑－1参照

（5）組　　　織

当事業では土木工事（既存建家解体，敷地造成，外周

計画区道造成，これに伴う擁壁工事．前面都道の段差解

消のための改良工事，これに伴う、既存区道，私道の改良

工事，横断地下道改良工事）と，各棟の建築工事が各々

図トj ARIi管理体制図


